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匝じ捌こ】腹腔鏡下胆嚢摘出術は既に標準的手術とし

て暮立されているが．術中損像　合併症の回避は．依

lとしで重要である．より安全で確実な腹腔鏡下胆嚢

抑制こ向けて取り組んでいるICG蛍光観察法を応用

■した手術を呈示する．【方法】ICG蛍光観察は．浜松ホ

Iニクス社製のICG蛍光硬性腹腔鏡を用いた．通常腹

帥察下にCalot三角部を剥離し胆嚢管と思われる索

櫓を同定する．心福部トロッカーより22GPEIT針で

齢井を直荏穿刺し．少量の胆汁を吸引した後にICG

僧娘を蛍光観察に切り替え．ICG溶液（0．05mg／ml）

脚内に注入する．胆嚢内腔から胆嚢管，総胆管へ

城山を確認した後．再度通常観察下で胆嚢管を処理

†与．同様に胆嚢動脈と覚しき索状物を確保して，経

旺的に2mlのICG溶液（5mg／ml）を投与する．約

】仲卸こ動脈血流が観察されて胆嚢壁に分布すること

けした後に，胆嚢動脈の処理ができる．【成輯】5

恥胆嚢結石症に手術を行なった．4例で胆嚢管～総胆

帥良好な描出が得られた．胆嚢動脈は3例で明瞭に

鰻が確認された．胆嚢穿刺部からの胆汁漏出は術中

雛に障害とはならなかった．【考察】ICG蛍光観察は

赫外光により励起された蛍光を画像としてとらえる

蝕従来のⅩ線造影法と比較し．（1）装置が小型，

虻リアルタイムな観察像（3）Ⅹ線被曝がない．な

周れるうえに，通常免税下での手術操作に与える

輝はほとんどなく．薬剤の安全性も確立されている．

これまでの報告では．術前にICGを全身授与しておき，

鰊性に胆嚢，胆管が描出される方法が報告されてい

l Lかしながら，直接穿刺造影の方がより適時性に

雌れると思われる．全身投与による動脈造影を加え

い旺処理の安全性も高められた．【結語】機器や手

暮の蛸が必要であるが，ICG蛍光腹腔鏡観察を．よ

I栓で確実な腹腔鏡下胆嚢摘出術が行える可能性が

躊された．


